
会長 末 芳枝

今年の東京は雪が何度か

降 り積 り、交通麻痺 と道路

の大渋滞、近県の山梨県で

は、 50年ぶ りの豪雪で、
孤立した村をヘリコプター

が救助活動を行 う程、日常

生活に大きな影響がありま

した。

桜の開花は、例年より10日遅れ 4月 に入り

今やつと遅い春を迎えました。会員の皆様に

は、お健やかにお過ごしでいらっしやいます

か。

本年は日本声楽発声学会にとりまして、設立

50周年 という記念すべき年を迎えました。
来る5月 25日 の第 99回例会に於きまして、
昼食の時間を延長し、祝賀会を開催致したく企

画致しました。設立のためにご尽力下さいまし

た先生方そして、発展のために寄与して下さつ

た諸先生方に改めて感謝と敬意を表したいと存

じます。

本年の特別企画と致しまして、 5月例会は、

「特別講座」を三講座、 9月 15日 には「歌の

集い」を淡野弓子理事企画による合唱特集、

11月例会は第 100回例会記念 として、沖縄
で開催いたします。豊田喜代美理事を中心に沖

縄支部の方々が、琉球文化を様々の角度で研究

発表する事を企画され、われわれ会員を感動さ

せて下さると期待致して居りま丸

皆々様、学会通信の記事をご参考に、早めに

ご計画を立て、奮つてご参加下さいますようお

願い申し上げま丸

去る2013年 11月例会では、午後から
「柴田睦陸先生生誕 100年記念講演・演奏会」

を開催いたしました。

氏の門下生である山田実相談役と豊田喜代美

理 事 を 中 心

に、大倉由紀

枝女史、古橋

郷平氏のご協

力を得て、ソ

ロや二重唱の

すばらしい歌

唱芸術の世界

を繰 り広 げて

下さいました。

演奏会 二重0昌 豊田理事、古橋郷平氏

ソロ 大倉由紀江女史(→ )

また、永吉三恵子女史も加

わって下さり、師の思い出を

語つていただきました。

創設者のお一人である柴田

睦陸先生のお人柄や業績を改

めて認識致し、会員一同感謝

とともに氏を偲ぶ事ができまし

ご報告致しま丸

たことを

山田相談役(左)永吉三恵子女史(中 )豊田理事(右 )
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貴重な資料を掲示し講演する山田相談役



研究発表

(1)

=■
■■綱 爆 鑽 構

=
11月例会の様子を写真でご報告いたします。

開会の辞を述べる

末会長

質問の様子

竹田理事 飯田名誉会員

「柴田睦陸先生生誕 100年記念講演・演奏会」
*P¬ の末会長の記事をご覧下さい。

閉会の辞を述べる

川上副会長

このコーナーでは、会員のみなさまの感想、

レポート等交えて展開していきたいと考えてい

ます。

例会、研修会等の感想、レポート等を、メー

ル、3継、郵便等で事務局までお寄せ下さい。
学会通信担当 幹事 相川修一

(3)

「声楽指導へのアプローチ パートll」

一 発声によることばの明瞭・不明瞭 ―

「歌う」行為の意味と意義

一 演奏と教育をつなぐもの 一

発表者 」可1昌文(会員)

「新曲へのアプローチ」

一 歌詞が先かメロディーが先か ―

発表者 山田実(本学会相談役)

発表者 永井 和子(会員)
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2014年、日本声楽発声学会は創立50周年を迎え
ました。これを記念し、「歌の集い」も意義ある

祝祭的な企画をとのご要望に応え、演奏部門では

以下のようなコンサートを提案し、理事会の承認

を得ましたので、皆様にお知らせ申し上げま丸

2014年 9月 15日 (月 ・祝)
三鷹市芸術文化センター「風のホール」

(lF 440席  2F185席 )
合唱曲 《宇宙について》

柴田南雄作曲 を皆様と !
「人間の発する声」を根本に戻して考える試み

《宇宙について》は、中世から12音までの各時

代様式による幾つかの合唱曲に、後半諸民族の祈

りの歌に生月島に伝わる隠れキリシタンの「オラ

ッシャ」が歌われ、最後は華厳経となるシアター

ピースで、柴田南雄代表作の一つで丸
「音楽と世界の多様性に触れ、各人が宇宙 (世

界)について考える。」とは 《宇宙について》の
作曲者柴田南雄氏のメッセージですが、この曲に

取り上げられた各民族の「倉1世神話」のテキスト
やその内容、また宗教歌で歌われる「神を求める

心」に虚心坦懐に向き合い、促されるままに発し

た自分の声、それはひょっとしてあなたが初めて

聴く自分自身の声かも知れません。興味深い「声

の展開」そして「声の冒険」を是非ご一緒に !
コンサートの構成

前半45分は参加各合唱団それぞれの単独ステー

ジで、自由な曲目で構成したプログラムを演奏

(45分を参加団体の数で割った時間が各団体の持

ち時間となりま丸 )休憩をはさみ後半、参加団
体全員で 《宇宙について》を歌いま丸

内容と各曲の様式

第 1章 天地創造の神話 インド [初期オルガヌ
ム (オルガヌム、ホケトゥスなど)]
第 2章 東アジア (日本書紀) [12音風、無調]
第 3章 メソポタミヤ (旧約聖書)[古典派、ロマ
ン派]

第4章 神の探求について [初期バロック～から
無調へ]

第 5章 山田の「おらッしゃ」 (隠れキリシタン
のおらッしゃ)

第 6章 山田の「く゛るりよおざ」→各民族の宗教
歌へ :イ ンドネシア (ガムランのミサ)、 カナダ

(モホーク・インディアン)、 インド北部山岳地

帯 (ビル族)、 セネガル (セ レール族)、 エチオ

ピア (コ プト教会I,II)、 東 トルコ (シ リア教会の

聖歌)、 さん じゅあんさま、だんじくさま (し ば

た山)

第 7章 華厳経
演奏計画

第 1～第 3章までは各章を 1(乃至 2)団体が受
け持ちそれぞれの団の指揮者 とともに演奏。第 4
章～第 7章までは全員が参加する。ただし第 5、
6章の各宗教歌は選択自由。第 4章～第 7章まで
の指揮は淡野弓子が担当。

註 :使用楽譜 柴田南雄『宇宙について』 全
音楽譜出版社  各団、各自でご用意下さい。
註 :暗譜の必要はありません。

参加団体の募集

参加希望合唱団は 5月 H日 (日 )までに、演奏
委員 淡野弓子            あて演

奏希望の「章」とともにご連絡下さい。男声合唱

団、女声合唱団、学生、児童を問いません。また

会員各位の個人参加も歓迎で丸

各団の演奏する「章Jは締め切 り後に、ご希望
を優先しつつ、調整のうえ決定しま丸 その

「章」の練習はそれぞれの団内でお願いしま丸

個人参加の場合は、各参加合唱団の練習日、練

習場所、または演奏希望の「章」などに合わせ、

いずれかの合唱団の練習に加わって下さい。また

は第 4章以下のみの参加も可能で丸 この場合は
以下の練習計画に添つて下さい。

参加者・各合唱団はチケット:全自由 2000円
の販売にご協力をお願い致しま丸

衣装他、細目については参加団体決定後、皆様

とご相談致しま丸

練習計画 (合同)
日時 :2014年8/25(月 )、 8/27(水 )、
9/1(月 )、 ン3(水 )、 9/10(水 )
いずれも19時～22時

場所 :ドイツ語福音教会

141-0001 品川1区 Jヒ品り|16-5-26 (03)3441-0673

最終合同練習 9/14(日 )15時～21時 各合唱団
のプログラム&《宇宙について》
場所 :日本キリスト教団本郷教会 1670043杉並
区上荻4245(03)3399-2730
ゲネプロと本公演 り15(月 )11時～14時GP
開演15時/終演17時
場所 :三鷹市芸術文化センター「風のホール」

終演後、芸術文化センター内レストランにて打ち

上げパーティー。

以上。
皆様のご参加を心よりお待ち申し上げておりま

丸

演奏委員 豊田喜代美、山本富美、淡野弓子
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♀ンパス)

校地と建物

奏楽堂内部

地図・写真は沖縄県立芸術大学HPから

懇親会会場 と同じ宿をお望みの方へ。会場
決定次第ホームページ、学会通信にてお知ら
せいたしま丸

・空港から会場(首里当蔵キャンパス)までの交通
iタ ウンー等曲鷺薫鋼農蝙蟻翁警
那覇空港 (那覇)よ り9 8km、 約45分。
沖縄自動車道・那覇ICから約10分。
警鬱プ♭―ル寵繭鰊蟻翁磯
那覇空港駅より首里駅まで約35分。
首里駅より徒歩約10分。
最武ス誕震聰隆禽磯
「当蔵」バス停下車、徒歩1分。
那覇バス系統番号
[1]首里牧志線 /[17]石嶺 (開南)線 /
[46]糸満西原線 /[14]牧志開南循環線
沖縄バス系統番号

[8]首里城下町線
・観光について

例会翌日に観光を希望される方へ。沖縄支
部から、おすすめの観光について次号学会通
信にて案内がありますので参考にして下さ
い
。
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1.琉球古典芸能に関する研究発表

記念コンサ
ξ
卜《琉球伝統芸能&西洋クラシック音楽》

2.宗教曲アンサンブル
3.オペラアンサンブル

fT〆歩;瑠以‖階、製
交通案内

4

沖縄県那覇市首里当蔵町1-4
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日本語歌唱 とその重要性

山崎英明

“声楽"と いうと一般的にはオペラや歌曲な

どを指し、とりわけイタリア語やドイツ語な

どをはじめとする外国語を歌詞とした曲を取

り上げることが多セゝ。

コンサートとは、周知の通り演奏者と聴衆

者の 2つの関係があつて初めて成立するもの

である。生演奏で重要な点は“場"を共有する

ことにあるだろう。ところが、悲しいことに

演奏側が自分の演奏に悦を感じているだけ

の、いわば「一方通行」のコンサートに出会

うことも少なくない。聴衆が演奏中に居眠り

をしてしまう現場を見た事がある方もいるの

ではないだろうか。もしかしたら、これを読

んでいる貴方も居眠りの経験があるかもしれ

ない。ただ単に疲れやII・眠不足ならしょうが

ないことだが、困ったことに「コンサートが

退屈」という理由も少なからずある。歌い手

本人は楽曲の素晴らしさを一生懸命歌おうと

して奮闘しているのかもしれないが、聴き手

にそれらが届いていないのである。

聴衆はなにも専門家だけではない。むしろ

一般人が多い (そ うであつてもらいたい !)。

したがつて、歌詞が外国語である以上、意味

を理解できずに聴いている場合も多い。プロ

グラムと共に配布される逐語訳などは聴衆の

全員が読んでくれるとは限らないのである。

世間一般にいう声楽家は=オペラ歌手と捉え
られ、“良い声"と いうだけで価値のあるもの

だ。しかし、演奏を一種のパフォーマンスと

して捉えてしまう現状も少なからずある。
「声が大きい」、「綺麗な声」、「超人的な

高音」、「名人芸的なコロラトゥーラ技巧」

などなど。パフォーマンスとして聴 くのも結

構だが、これでは声楽の芸術的な魅力が半減

するばかりか、楽曲の意図する内容もほとん

ど伝わらないだろう。なにより作曲家に申し

訳ない。楽器の三要素、起動体・振動体・共

鳴体のうち、共鳴体の形を変化させて“言

葉"を形成する唯一の楽器が声であり、歌唱で

ある。したがつて、歌詞の意味を理解してこ

その音楽であり、表現なのである。

そのためには言葉としての意味が理解でき

る、すなわち歌詞がわかる日本語による楽曲

を演奏することを提案したい。日本語による

声楽由には世界にも引けを取らない名曲が数

多ある事はご存知の通りであろう。しかし、

圧倒的に外国語を扱う歌い手が多い。日本語

の歌唱を勉強しないで卒業する音楽大学も少

ない。これは大きな問題である。声楽家が母

国語の演奏をしない、背を向けるといつたこ

とがあってはならない。各々の数多いレパー

トリーの中に、どうか日本語をたくさん取り

入れて欲しいと切に願う。何も声楽に限った

ことではない。しかし、言葉を持つ声楽作品

から光を当てる事によって、器楽由の魅力も

おのずと普及するのかもしれないのだ。外国

では演奏家が自国の曲を演奏することは数多

くあり、ナショナリズムに裏付けられた演奏

方法および演奏解釈はそれだけでも価値のあ

るものである。是非、日本人にも日本人の楽

曲を演奏して欲しい。頻繁に演奏されるおな

じみの曲から、知られぎる“銘由"をたくさん

世に広めて欲しい。声楽演奏はなにも細かい

パッセージやアジリタのような超絶技巧を演

奏するだけではない。単純な旋律、簡単な楽

曲、誰もが知っている楽曲をしてでも聴衆を

感動させることができる技量こそ、歌い手に

とつて不可欠な要素ではないだろうか。これ

までの声楽発声分野の研究では、洋楽的唱法

を対象とするという暗黙の了解があるように

思える。中には日本語を“話す"の と“歌う"こ

とに違和感を感じる方も多いかもしれない。

しかし、洋楽的唱法と邦楽的唱法の両方を視

野にした日本語にとって適切な歌唱法を各々

が模索していかねばならない。特に、女性が

洋楽的唱法で高音域を発声する際、“何を言つ

ているのかわからない"と いう歌詞の不明瞭さ

の深刻な今日的問題を解決する必要がある。

歌唱発声に関する研究は、日本語の特質を全

く吟味せずに、「洋楽的唱法ありき」でスタ

ートしたという不幸な歴史を持っている。日

本語の歌唱法に関するこれからの研究発展と

教育を心から望みたい。当会が広 く「声楽発

声研究」を担う学術組織だからこその期待で

(2014年 4月投稿 )
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河合孝夫

芸術をArt(よ き技術 )

と定義して声楽芸術の発展

を見るなら、ある時までは

単なる歌だつたものが、そ

れぞれの時代の人々の抱い

たよき歌のイメージを技術

にしながら、長い年月の紆

余曲折を経て、ベルカント (美 しい歌唱法)

として現代に受け継がれて来ている。そこ

で、我々が西欧で育つた声楽とベルカントを

理解し歌おうとする時、ただ現代の声楽技術

を見るだけでなく、その原点と経緯を知る事

も大切である。そのような観点から、私の話

を読んでいただければありがたく思う。

前回は、現代の音楽大学の原型が、紀元 4

世紀にローマに創られたキリスト教の声楽学

校にあることを申し上げた。今回は、なぜ

ローマに声楽学校が創られたのか、その背景

について考えてみたい。

さて、声楽学校が創られる直前のローマ帝

国は、軍人皇帝の乱立とゴート人の侵入によ

り、まさに内憂外患の不安な世相に包まれて

いた。そんな世相を背景にキリスト教は人々

の心に着実に浸透し、多くの人々がキリスト

教を信じるようになっていた。しかし、キリ

スト教徒への迫害は過酷を極め、当時の教会

史家エウゼビウスによれば、拷問や財産の没

収、火刑や猛獣に襲わせるなどおよそ現代で

は考えられない悲惨な状況であった。このよ

うな状況の中、キリスト教徒にとってその後

の運命を変える一大事件が起きた。紀元 31
3年、コンスタンティヌス帝のミラノ勅令で

キリスト教が公認されたのである。

これはキリスト教徒達にとって 180度の
転換であり、神による奇跡と思われた。それ

まで地下に隠れ、ひっそりとカタコンベで行

われていた神への祈 りを堂々と人前でできる

だけでなく、没収された財産は返され、立派

な教会まで建てられたのである。また、キリ

スト教の公認は、教会にそれまでと違った使

命を背負せる事にもなった。すなわちローマ

を中心にキリスト教を教会組織として統一

し、そして新たに未知への世界へと広めてい

く使命である。

この時のキリスト教徒達の喜びはいかばか

りだつたろう。キリスト教が生まれてから

300年余りの歴史の中、キリスト教徒はと
もに歌い、喜びを分かち合って迫害を耐え結

束を保つてきた。救いの日を待ち望んだ人々

には、聖書の予言が実現したと思われたかも

知れないし、教会で、過酷な迫害から解放さ

れた神への感謝を歌う時には、司祭の声が天

の声のように聞こえ、人々はその声に合わせ

救われた喜びを歌つたに違いない。

そして今、喜びと希望に溢れ教会が一つと

なって前進しようとする時、最も有効な布教

の手段として歌があつた。教会には長い歌の

経験がありその心理的効果をよく知ってい

た。典ネLで歌を歌うことは司祭が担つていた

が、この教会発展の時、布教の最前線を担う

司祭の音楽教育は急務であり、そのための声

楽学校をローマに創る必要があつたのであ

る。

この、教会が歌を声楽学校で教育をすると

いう行為が、歌を単なる歌から芸術としての

歌にしていく事につながっていく。それまで

は個人の能力に頼り伝統に従い祈 りの延長上

で歌つていたものが、それからは教会の考え

る目的に適ったよき歌の技術を教育するよう

になり、その後の紆余曲折はあるものの、歌

がArt(技術)=芸術になり、ヨーロッパの歌い

方の基礎となるベルカント唱法の第一歩を踏

み出す事になったのである。

では、当時の声楽学校とはどんなもので、

またどのような考えで発声や旋律の歌い方を

教育したのであろうか。この私たちの最も興

味あるテーマについては、次回お話しするこ

とにしよう。 (2014年 3月投稿 )

ベルカン トを巡 る

No2「声楽学校がローマに創られる」
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5月 25日 (日 )9:55～ 16:30
会場 東京藝術大学
特別講演

楠 威志 氏
「鼻呼吸と腹式呼吸の重要性J

野村四郎 氏
「日本芸能(能楽)における伝統的技法について」

現役演奏家の演奏とお話

河野克典 氏 (バ リトン)
荒城の月、Adelaide 他

*昼食時に、美術学部大浦食堂にて創立 50
周年記念パーティーを開催いたしま丸

事前申込が必要です:会費2000円は当日お支
払い下さい。 会の性質上、準正装での参加に
ご協力をお願いします。

祝辞 米山文明顧間 乾杯 宮原相談役 他
*詳細は例会案内をご覧下さい。

「臨床音声研究会東京」開催について

例会前日、5月 24日 (土)17:00～ 19:00呼吸と

発声研究所 (東京渋谷)に於いて開催。この
「日本耳鼻咽喉科学会」認定の研究会は、本

学会会員の主として耳鼻咽喉科医師の研究会
ですが、会員 。関係者で聴講希望の方は、仙

川耳鼻咽喉科 (竹田数章会員)03-53133281
へFAXで 5月 19日 (月 )ま でにお申し込み下さ
い。参加費は1000円で丸
*呼吸と発声研究所は渋谷東急百貨店裏へ移
転しました。

開催の有無も含め、理事会にて検討中で丸
決定次第、ホームページ、学会通信にてご報

告いたしま丸

会場 三鷹市芸術文化センター 風のホール
*詳細はP3の記事をご覧下さい。

第 100回 記念例会 (11月例会 )
11月 29日 (土)14:00～ 19:30
会場 沖縄県立芸術大学 奏楽堂
*詳細はP4の記事をご覧下さい。

■■ ■ 1会勲 動む
―

|■
～～  出版案内  ～～

・米山文明顧間

書籍「美しい響きの飛翔」
―フルートと声のためのメソード実践本 ―

レグーラ・シュヴアルツェンバッハ/レティー
ツイア・フィオレンツァ 共著
川島 千穂 訳 /米山 文明 監修
出版 :音楽之友社 販売 :音楽之友社、米山文

明「呼吸と発声研究会」 (1,800円 +税 )
DVD「元気になる声と呼吸」 (初級編 )
制作・販売 :米山文明「呼吸と発声研究会」

(4,000円税込み)

・嶺貞子顧問

CD「舞踏への誘いJ嶺貞子⑥ ピュイグ=ロ ジ
ェ(P)FOCD 9595 2,400円 十税
2013/06/20発売  フォンテック
CD「幻の城」 嶺貞子(S)カ ンポガッリアー
ニ(P)FOCD-9607 2,400円 +税
2013/10/16発売 フォンテック

～～ 公開レッスン案内 ～～
U.ハイルマン公開講座のお知らせ

日時 :6月 29日 (日 )10時～17時
会場 :アスピアホール

(京工線 幡ヶ谷駅下車 3分 )
聴講料 :4,000円

問合せ 。申込先 :米山文明呼吸と発声研究会

TEIフ./3kX.03-5453-5222
・聴講希望の方は、上記へFAX。でお申込み

ください。

～～ コンサー ト案内 ～～
大中恩先生卒寿を祝うコンサート

日時 :7月 19日 (上)13:30開場 14:00開演
作曲 。指揮 :大中恩  会場 :紀尾井ホール
曲目 :女屋靖子詩 女声合唱組曲「やさしさは

風に乗つて」、中田浩一郎詩 混声合唱組曲
「花のある風景」、青木一恵詩 無伴奏混声合

唱組曲「こころ舞うとき」 (初演)、 他

ピアノ :女屋靖子、山田よしひろ

演 奏 :コ ールグレース、メグめく
゛
コール

*相川修一幹事 兒玉時子 。西村暁子会員出演
全席自由 3,000円
お問合せ :0803422-0981(道岡)
03-3303-0472(宇野)03-34086422(大中)
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会費納入のお願い

新年度となりましたので,年会費の納入を
お願いします。平成 26年度年会費用振替用
紙を同封しましたので、ご利用下さい。

また、過年度の年会費未納の方は早急にお

振込下さいますよう、お願いいたします。通

信欄には、該当年度をご記入下さい。

お振込先

ゆうちょ銀行

日座番号 00170-0-119920
加入者名 日本声楽発声学会

「声楽発声研究」について

NO。 6は 3月発行と案内していましたが、諸

般の都合により延期となりました。 7月初旬

頃郵送の予定で丸

連絡先について

転居等で連絡先に変更がありましたら、お

早めに連絡ください。

事務局だより

副会長(事務局長兼任)小サII昌文
学会通信 第 27号をお届け
しま丸 本年度は当学会設立 5

0周年を迎え、 5月例会では

2つ の特別講演 (楠先生、野

村四郎先生)、 9月 15日 に
は「歌の集い」として合唱コン

サート《宇宙について》の公演、そして

11月例会では会場を沖縄に移して琉球古典
音楽を交えたクロスオーバーなプログラムを

企画しいたしました。いずれも理事のそれぞ

れの担当の先生方のご努力により、 50周年
にふさわしい内容となったと思います。今年

度の諸行事が、当学会の更なる発展につなが

るべ く理事会が一丸 となってがんばってまい

りたいと思います。会員の皆様のご協力、ご

指導ををよろしくお願いいたします。

なお、山崎英明会員、河合孝夫理事からの投

稿をいただきました。皆様の会員だよりをお

待ちしておりますので、ふるつてご投稿 くだ

さい。

編集後記

幹事 相川 修一
夏と秋に発行していた学会通信ですが、今

回は早めにお知らせすべきことがあつたこと

と、学会通信の充実、活性化のため、 8ペー

ジ構成で、例会案内とあわせてお送りしま

丸 春、夏、秋のイベントの報告を掲載する

にも、年 3回発行はちょうどいいのかもしれ

ません。

今回、ホームページからの呼びかけに呼応

して下さり、 1ページにもわたる提言を寄稿
していただきました。河合理事の連載投稿も

順調のようで丸 学会通信記事への意見、感

想、例会や研修会等のレポートや感想等もぜ

ひお寄せ下さい。また、コンサート等の案

内、実施の報告、出版、メディアでの活動

等、情報の共有もできればと思いますtホー

ムページと連動させながら展開していきま丸

*ホームページには最新情報を随時掲載して

いま丸 ぜひご覧下さい。

2014年 4月 28日
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